
「農林水産業における男女共同参画促進のための意見交換会」

～男女でともに、未来へつなごう土地改良区～
令和６年11月21日（木）、農林水産業における男女共同参画促進のための意見交換会～男女でともに、未来へつなごう土地改良区～を開催しまし

た。 南砺市土地改良区、小松東部土地改良区、福井県土地改良事業団体連合会でご活躍中の女性理事及び事務長３名、また同団体の男性理事長・副

理事長・総務課長３名の計６名にお話いただくとともに、北陸農政局からも、本田局次長、伊藤農村振興部長、久保地方参事官、石田土地改良管理課長

が参加しました。オンラインでも、土地改良区、土地改良事業団体連合会、県、農業委員会、JAなど約80名の方に聴講していただきました。

＜南砺市土地改良区（富山県）＞

杉森 令和４年に南砺市の５つの土地改良区が合併した際、女性

理事を登用したいという話になったようで、知り合いだった定司

理事長（当時、南砺市土地改良区設立委員長）からお声かけがあ

りました。それ以前にJAの理事や農業委員などを務めていたもの

の、土地改良区にはあまり馴染みがなかったのですが、私自身農

業を営んでおり、土地改良区とは切っても切れない仲だと思い、

勉強させてもらうつもりでお引き受けしました。

定司 合併協議をしている頃は、ちょうど第５次男女共同参画基

本計画に基づき取組みが推進されていた時期で、県から、女性理

事を登用してはどうかという話があり、杉森さんに声をかけさせ

てもらいました。女性理事が一人入るだけで理事会の雰囲気が全

く変わり、よい意味で緊張感が高まったように思います。現在、

当改良区の組合員の３割、職員は半数が女性です。地区委員会や

事業説明会にも女性が多く参加されますし、自らが主体となって

営農している女性も多い。今後の土地改良区は、女性の声をます

ます大事にする必要がある、そういう時代だと感じています。

＜小松東部土地改良区（石川県）＞

宮崎 平成６年の入職当時、事務局は私一人だけの体

制でした。その後、新しい男性職員を採用する際に、

役員のご配慮で「事務長」という役を付けていただき

ました。当初は、業者の方が来られても男性に先にご

挨拶され、私の名刺を見て初めて「そう（こちらが事

務長）なんですね」と言われる感じでしたね。事務長

という役をいただいてから特に、後進の育成や今後の

土地改良区のあり方について強く実感するようになり

ました。

林 宮崎事務長は経験も長く、施設や現場も熟知して

おられたので、事務長になるのには大賛成でした。令

和５年に、高齢の父親から組合員資格を引き継いだ方

を女性理事として登用した際、分からないことがあれ

ば女性事務長に相談ができるということも安心材料の

一つとなったようです。登用後も、女性職員がいると

質問や相談などがしやすく助かると言われています。

＜福井県土地改良事業団体連合会＞

川合 農家の家で生まれ、夫も専業農家をしています。

子育てをしながら夫が作った野菜や果物の移動販売をし

たり、自宅にカフェをオープンしたりするなど、女性の

視点で農業に関わる仕事をしてきました。JA役員などの

経験はありませんが、「川合さんなら、土地改良という

男性社会の中で何か意見を言ってくれるのではないか」

ということで理事に登用していただいたのかなと思って

います（笑）。

髙橋 福井県土連では、平成19年から女性理事を登用し

ており、平成31年からは川合理事を含め２名の理事が就

任されています。理事の人材探しについては、県にお願

いをして地域で農業に関わる方を紹介していただいてい

ます。理事会では、女性理事から鋭い発言があったり、

ある時には議題とは全くかけ離れた話題で盛り上がった

りするなど、男性のみの会議とは雰囲気も違っていると

感じます。

杉森桂子 氏

南砺市土地改良区理事
令和４年４月に就任（現在１期目）
とやま水土里ネット女性の会 会長も務める。
農業委員やJA役員などの役職を歴任。
南砺市井波地区にて、米、里芋など
を生産。規格外の里芋を活用した加
工品販売も手掛ける。

定司俊憲 氏

 南砺市土地改良区理事長
富山県土地改良事業団体連合会 理事も務める。
南砺市土地改良区設立時より理事長に就任し、

地区内の土地改良事業の推進に貢献。

（文中敬称略）女性理事、女性事務長に就任したきっかけは？

宮崎由加里 氏

小松東部土地改良区 事務長
平成６年に同土地改良区に入職。
いしかわ水土里ネット女性の会副会長も務める。
後進の育成や男女共同参画に関
する発信、女性職員のネットワ
ーク化にも力を入れている。

林 英一 氏

      小松東部土地改良区 副理事長
同土地改良区理事を４期（16年）務め、

平成31年から現職。
女性理事登用や女性事務長の後継者育成など、
将来を見据えた男女共同参画を積極的に推進。

川合久利子 氏

福井県土地改良事業団体連合会 理事
平成31年４月に就任（現在２期目）
ふくい水土里ネット女性の会 副会長も務める。
坂井市で減農薬・無農薬野菜を生
産する川合農園をご主人と共同経
営。「さかい農業女史」のメンバ
ーとしても活躍中。

髙橋雅之 氏

福井県土地改良事業団体連合会 総務課長
平成４年４月に入会。

現在、ふくい水土里ネット女性の会の事務局として
研修会等を企画するとともに、女性理事や職員との

ネッワークづくりに取り組む。

令和２年に閣議決定された第５次男女共同参画基本計画では、

「誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位にある人々

の性別に偏りがないような社会」を目指しており、土地改良区にお

いても、組織運営に多角的な視点が加わり、運営体制の強化に資す

るものとして男女共同参画を推進しています。

土地改良区については、「令和7年度までに理事に占める女性の

割合を10%に」という目標が設定されています。あわせて、監事、

総代、職員についても男女共同参画を進めていくこととしています。



宮崎 石川県では、令和５年に水土里ネット女性の会（以下、「女性の会」）が発足し

ました。それからわずか１年ですが、回を重ねるごとに横のつながりも増え、仕事のや

り方や悩みなども話せるようになりました。女性の会の活動を通してネットワークの重

要性を実感しています。

杉森 富山の女性の会は、平成30年の設立後、コロナ禍などであまり活動しておらず、

令和６年１月に本格的に活動を始めました。土地改良区と一口に言っても、農地の整備

や農業用用水の管理など、業務も様々です。今年の研修会に参加した職員の方から、横

のつながりがない、事務職員だが農業の現場を見てみたいという声をいただきましたの

で、来年は県内の土地改良区の女性職員・女性理事の交流をかねて、私のところで農業

（里芋収穫）体験ができるよう理事会に提案しようと思っています。

髙橋 福井でも、令和４年の女性の会の設立以降、土地改良区同士のつながりができ、

情報交換や相談ができるようになり助かったという声を聞きます。先日、全国の女性理

事の研修会に参加させていただいたのですが、女性は非常にパワフル。今後も、男女関

係なくレベルアップを目指していきたいと思っていますので、連合会にも要望を伝えて

いただけたらと思います。

伊藤 土地改良区における女性の組合員や職員、女性農業者の数や割合などを見ると、

女性が意思決定に関与していくのは当然の流れだと言えます。女性のリクルートが課題

という声も聞きますが、登用の前例ができること、またネットワークを通して仲間がで

きることで次につながっていくと思いますので、女性の会のような活動を、一歩一歩、

地域に響く形で継続していただければと思います。

杉森 来年の交流は、今年よりもさらに盛り上がっていろんな意見を聞かせてもらえる

と思いますので、その意見を“聞いてくださる方”と一緒にやりたいと思っています。そ

ういったことが女性の声を届けることにつながっていく、私の女性理事としての一つの

役割かなと思います。

他にも、女性農業者で市議会議員に当選された

パワフルな方がいらっしゃるので、その方も巻き

込んで何かできそうな雰囲気も感じています。今

年はこれ、来年はこれ、と一歩一歩つなげていっ

て、皆で知識を高め、それを土地改良区の業務に

も反映していければいいのかなと思っています。

定司 令和５年度全国土地改良大会（福井）で、男女共同参画の優良事例として、杉森

理事登用に関する発表をさせていただきました。それもきっかけになったのかは分かり

ませんが、富山県内でも女性理事の数が増えてきており、認識が相当変わってきたと感

じています。

ただ、女性理事10％という国の目標については、なかなか難しい。関係者の一本釣り

ばかりでは組合員にもご理解いただけません。できれば地区から推薦していただけると

よいのですが、残念ながら今のところそのような雰囲気ではないというのが悩みです。

今後女性理事を増やすためには、さらなる機運の高まりと、行政や各種団体のご協力が

必要になってくるかなと感じています。

林 当改良区でも、今後の人材の発掘が課題です。例えば、清掃など多面的機能の活動

には多くの女性が参加しておられる。できれば地域を知っている方に理事になっていた

だきたいので、そういった行事に理事が参加する場合は、どのような女性が来られてい

るかという情報を把握するようにしています。また宮崎事務長には、女性の視点で、こ

の地区にこういった女性がいるという話をしてもらうなど、地域と一緒になって女性理

事誕生につなげていければと思っています。

杉森 私は南砺市土地改良区の理事ですが、住んでいる地区のことも知りたいと思い、

地区委員会にも参加しています。若い頃から農業をしているため地区の方々とは顔見知

りで、何でも言い合える関係です。地元に戻って感じるのが、男女というよりも、一人

の委員としてその場にいられるような雰囲気や環境作りが一番だということ。その上で、

男性女性ということは考えず、その地区の活動や委員会の役割、今後の在り方について

話をする。そこから女性が理事として上がってくるという形が理想的なのだろうなと思

います。

これからの課題 －「地域から生まれる」女性理事
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女性理事登用人数の推移（R4-R6）

R4年度末 R5年度末 R6年度（R6.10現在）

○令和６年10月時点の北陸管内の土地改良区数は333地区、うち26地区において33名の女性理事が登用されている。

○土地改良区の理事に占める女性の割合は0.9％で、全国の割合（1.4%）を下回っている。 ※いずれも連合を含む。
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土地改良団体における女性の参画状況（北陸管内）

「水土里ネット女性の会」を通したつながり。一歩ずつ、次につなげる
み ど り



川合 理事に就任して２年目に、ある土地改良区の理事長さん（当時）からの依頼で、

これまでの農業の歩みについて紙芝居を作りました。先人たちのお仕事や、その方たち

の努力なくして農業の発展はあり得なかったということを知り、そういったことを伝え

ていくのが私たち女性にできることかなと思っています。

農地を守るということは、水を守ること。当たり前にお米は食べられないんだ、と。

土地改良は農業の基盤なんです。でも、そういう意識がある人はほんのわずか。私も、

理事に就任したからこそ、土地改良は大事、絶対に未来に残さなければと考えるように

なりました。一方で、農業離れや後継者不足、食料自給率の低下などの言葉が飛び交っ

ています。それは農業従事者だけの話ではないし、男性か女性かは関係ないんですよね。

そういったことを意識して暮らすようになるためにはどうしたらよいのだろう、やはり

子どもの頃からの教育なのかな、と思います。「農業って大事だよね」ということが子

どもたちの意識の中にないと、未来は厳しい。

私の家では、息子が農業を継ぐことになり今研修を受けています。今後農地を守って

いくためには具体的にどうすればよいか、農業の未来をどう考えるか。知識を増やす、

意識改革をする、連携する、そのためにいつ何をするのか、具体的に動いていかなけれ

ばいけないところにきていると思います。

林 「食」は生きるために一番大事なもの。生活を豊かにするのが農業。その源である

水を守っているのが土地改良区。ただ、それを知らない人が増えています。川の名前も

知らない、用水路なのか排水路なの

かも知らない、そういう人が住み始

めた市街地のほうは川の水が汚れて

きている。そういったことを真剣に

考えていなければいけない。

女性はコミュニケーションが上手

ですので、女性が参画することで、

水の役割、土地改良区の役割を地域

に発信できるのではないかという期

待があります。

髙橋 ９月に全土連主催で行われた農業水利施設のシンポジウムで、土地改良区の女性

職員が、男性職員とともに現場に出て、やり方を工夫しながら力作業を行っているとい

う非常に良い事例紹介がありました。昨今、農業従事者が減っている中で、土地改良区

の組合員離れも進んできています。今後は、土地改良区の運営に女性の力を加えていき

ながら、土地改良区の役割、重要性、魅力を多くの人に知っていただき、組合員離れを

防ぐことにつながるよう、男性女性問わず頑張っていく必要があると感じています。

宮崎 女性の会の発足により女性も研修会などで外に出る機会が増えましたが、これま

では、外の仕事は男性、中の仕事は女性という感じでした。でも、現場は男性、事務は

女性と線引きをするのではなく、男性も担当する事業の書類申請や会計の流れを知って

おいたらよいと思いますし、女性も現場を見ることで事業の名前を覚えられる。研修も

女性と男性が一緒に受ける。向き不向きや得意不得意も人によって異なりますので、個

人としての特性を見て、みんなでできるところをやっていく。それが男女共同参画につ

ながるのかは分かりませんが、そういった流れでやっていけたらいいのかなと思います。

土地改良の役割を地域に発信。 農業を未来へつなげていく 男女に関係なく、みんなで、できることを

川合 自宅に併設しているカフェに、「〇〇土地改良区です」ってお客さんが来てくだ

さることがあるんです。でも食べ終わってから言うから「先に言ってくれたら大盛にす

るのに」って（笑）。やっぱり、「私、土地改良やってまーす」と誇らしげに言える社

会になるよう、その後押しができるといいなと思いますね。

宮崎 友達同士でも、土地改良区の職員と言うと「何？」と言われますね。農協ではな

くて土地改良区だよ、と。これからは、胸を張って「土地改良区」と言えるような組織

に、我々職員でしたら、事務局体制を強化して外に発信して、ということができれば一

番いいのかなと思います。

「土地改良」を誇れる社会に

＜本田局次長＞ やはり女性はネットワークを作るのが上手だなと思いな
がらお聞きしました。今後は、そこで出た意見をどう伝えていくか、逆に
それを伝えられた側がどうやって活かしていくか、というところが大事に
なってくると思います。農村地域の人口が減少する中、どう農村農業を維
持していくか。男性女性というよりも、そこに住む人が、自分たちの土地
や組織をどう守っていくのか。そのために何ができるのか、どういう人が
ふさわしいのか。皆さんが言われるように、それを自分たちで考え行動し
ていくことが必要だろうと思います。
今回の意見交換を、土地改良区だけではなく、農業委員会やJAなど、それぞれの組織で

考えるきっかけにしていただければと思います。農政局としましても、今日のお話も含め
て、HPなど様々な場所でしっかりと情報発信していきたいと考えております。

＜伊藤農村振興部長＞ 土地改良区は土地改良のことだけをやっていれ
ばよいという時代は終わりました。男女関係なく、いろんな視点、経験
者の知見を組織に取り入れていく必要があります。今日の意見交換会を
きっかけとして、それぞれの地域や女性の会のような広域のネットワー
ク、また農業委員会やJAなどの職種を越えて仲間を増やしていくことで、
さらに広がっていくと思います。様々な刺激になるお話を聞かせていた
だき、ありがとうございました。

オンライン聴講者からのアンケートより

◆感想◆ 女性理事等だけでなくその組織の男性理事等のお話も聞くことができ有意義だった／ネットワークの必要

性を感じた／女性３名の方が、それぞれ立場は違えども自分の意見をしっかり持って活動されているのが言葉の端々

から分かった／当組織の会議でも、女性役員からの発言が多くはないが男性とは若干異なる視点からの意見が出され

ている／男女共同参画として、それぞれの立場・得意分野で活躍できるという認識の必要性を感じた 等。

◆今後について◆ 登用検討中の員外理事について、土地改良区を知ってもらう位置づけ（広報活動理事）で候補者

を選定したいと思う／土地改良区、農業委員会、JAの各組織の女性役員による意見交換会も開催していただきたい／

土地改良区や農業委員会等、一般にその活動内容及び目的役割等が知られていないので、広くその周知をした上で女

性登用を進めていくことも大切 等。
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